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主要作物施肥慣行調査

（沖繩島中部）

嘉

＊圭口

信比

ShinkichiHIGA：Aninvestigationonhabitualfertilizationpractices

forthemaincropsinthecentraldistrictofOkinawalsland．

Ｉ緒言

前報で，沖縄島南部地区(1)における主要作物の慣行施肥量を調査し，その結果を報告したが，今回は

沖縄島中部地区の調査を前報同様水稲，甘藷，廿蕨，大豆について行なったので,その結果を報告する。

本調査にあたっては，特に農業改良普及員の方々に御協力戴いたことを感謝する。

IＩ調査方法

１．この調査は１９６２年１月から４月までの間普及員の協力を得て各担当市村を調査した。なお便宜

上北谷村と嘉手納村は一緒にまとめた。

２．主として水稲は１９６１年の１期作，２期作，廿蕨は１９６０年の夏植，１９６１年の春植，甘藷は調査

開始前に植えつけたてbのについてそれぞれ調査した。

３．調査対象農家は経営規模，階層別に分けることなく，できる限り字（区）別に選定し，各作物と

も基肥は堆厩肥，緑肥，金肥，その他の肥料に分類し，追肥は第１回追肥（金肥,その他の肥料)，第２

回追肥，第３回追肥に分けて閏取調査を実施した。

４．各市村別調査戸数は第１表の通りである。

第１表施肥慣行調査戸数
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５．調査した金肥，水肥，草木灰の施肥量は1961年度経済局農務課刊行の肥料便覧成分表(4)により，

堆肥，緑肥の成分はすべてＮ＝0.5％，Ｐ＝0.2％，Ｋ＝0.5％として３要素に換算して成績をまとめた。
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6．各作物の慣行施肥成分量は第２表の施肥基準成分表と比較検討した。

第２表施肥基準成分表（反当）
～
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本表の金肥成分は化学肥料成分のみで木灰，水肥を含まない

全施肥成分量は，金肥，堆厩肥，緑肥．水肥，草木灰，その他全施肥量に含まれる成分
の合計である

Ⅲ調査成績および考察

Ａ・水稲１期作の施肥慣行について

中部地区における水稲１期作の'慣行施肥量は１１力市村，計106戸について調査し，各市村毎にその

平均値を求め，更に全施肥成分量を算出した。その結果は第３表の通りである。

第３表水稲１期作慣行施肥量（反当）
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備考（）内の数値は各々施肥基準に対する百分比を表わす
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１．全施肥量の状況第３表から水稲１期作の'慣行全施肥成分量の各市村平均は窒素が13.22kg，

燐酸7.66ｋｇ,加里9.39ｋｇで，これを施肥基準と比較した場合,窒素は110％，燐酸８８％,加里８５％

となっており，加里，燐酸が少なく，窒素は基準量より１０％も多く施用されている。この傾向は南部

地区における調査結果と全く同様であるが，中部地区の方が各要素とも僅かに多く施用されている。

つぎに各村の全施肥量を比較すると，浦添村が最も多く，つぎに宜野湾，中城，嘉手納,勝連，美里，

石川，具志川，読谷，北中城，コザの順となっている。その中窒素の施用量は６力村，燐酸は４力村，

加里３力村は各基準量より多く施用されているが，その他の村は基準量より少ない。

２．堆厩肥，緑肥の施肥状況第３表から堆厩肥，緑肥のI慣行施肥量の１１力市村平均は1,024

ｋｇで，これは基準量の８７％にあたっている。

つぎに各市村堆厩肥，緑肥の施用量を比較すると，浦添村が2,167ｋｇで，基準量より多く，ついで

宜野湾，中城，嘉手納，石川，勝連，美里，読谷，北中城，具志川，コザの順で，浦添，宜野湾を除い

ては各市村とも基準量より少ない施用量である。

つぎに本調査結果から堆厩肥，緑肥の無施用農家を抜き出してみると，１０６戸中２７戸は有機質肥料

を全く施用していない。これは調査戸数の２５％となっている。特に宜野湾村，コザ市に無施用農家が

多い。

施用堆厩肥の種類は南部地区(1)と同じく豚舎厩肥，牛馬，山羊の堆肥が最も多く，栽培緑肥は蚕豆，

天然緑肥はいも蔓，ギンネム，オーハマポウ，ガジュマル，いねわら，その他雑草などが施用されている。

３．金肥施肥状況金肥施肥成分量の１１力市村平均は窒素が8.09ｋｇ,燐酸5.61kg,加里4.34ｋｇ

で，これを金肥として施すべき基準量と比較した場合，窒素は127％，燐酸117％，加里136％で，三

要素とも基準量より多く施用されており，南部地区に較べても多い施用量である。

各村の金肥’慣行施用量比較では，中城村が最も多く，次に浦添，嘉手納，具志川，勝連，宜野湾，美

里，北中城，読谷，石川，コザの順である。

金肥の施用量はくみあい水稲配合１号（10-7-5）が最も多く，金肥（木灰，水肥を除く）全施用量

の７２％で，次にくみあい水稲配合２号（8-8-8）の１３％，琉肥,水稲化成（10-8-5）９％，くみあ

い廿蕨配合３号（13.2-5.5-3）４％，琉肥・廿蕨特１号（13.1-6-2.5）２％となっており，それに木

灰が僅かに施用されている。

金肥の施肥要領については，元肥の外に２回追肥をするように奨励されているが，実際には，調査戸

数の４７％しか元肥には施用されていない。また第１回追肥の時期に６３％第２回追肥の時期に２５％

で，元肥よりも第１回追肥の時期に施用している農家が１６％も多い。更に金肥の施用量が割合多いに

もかかわらず調査戸数の４３％は元肥或は第１回追肥の時期にまとめて施用している。

Ｂ・水稲２期作の施肥’慣行について

水稲２期作の'慣行施肥用量は１０力市村（コザは対象農家が少なかったので除外した｡)，計９０戸に

ついて，１期作と同様な方法で調査した。その結果は第４表の通りである。

１．全施肥量の状況第４表から全施肥成分量の平均は，窒素が13.72ｋｇ，燐酸８．０５kg，加里

9.38ｋｇで，これを基準量に較べると，窒素は135％，燐酸110％，加里９３％となっており，加里は

僅かに少ないが窒素，燐酸は遥かに多く施用されている。

次に各市村の全施肥量を比較すると，浦添村が最も多く，つぎに嘉手納，中城，宜野湾，北中城，勝

連，具志川，石川，美里，読谷の順となっている。これを基準量と較べると，加里の施用量が少い。

２．唯厩肥，緑肥の施肥状況第４表から堆厩肥，緑肥の１０力市村，平均は1,024ｋｇで，基

準量に較べると，８７％となっており，かなり施用されているようだが，実際には南部地区より無施用農

家が多い。
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第４表水稲２期作慣行施肥量（反当）
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備考（）内の数値は各々施肥基準に対する百分比を表わす

次に各市村堆厩肥施用量を比較すると，浦添，嘉手納，宜野湾の順に基準量より多く施用されている

が，北中城，石川，中城，読谷，美里，具志川，勝連の11頂に次第に施用量を減じ，基準量より少なく施

用されている。

堆厩肥，緑肥の無施用農家は調査戸数の５５％となっており，特に嘉手納，宜野湾，浦添に多い。唯

厩肥および緑肥の種類としては１期作と殆んど同様であるが，栽培緑肥を施用している農家は殆んどい

ない。

３．金肥の施用状況第４表から金肥施用成分量の平均をみると，窒素が8.66ｋｇ,燐酸6.03kg，

加里4.33ｋｇとなっており，これを基準量と較べると各要素とも約２倍近くも多く施用されている。

各市村の金肥施用量は，中城村が最も多く，つぎに嘉手納，浦添，勝連，具志川，北中城，美里，宜

野湾，読谷，石川の||頂であり，各市村とも基準量より遥かに多く，南部地区に較べても更に多い。

金肥の種類別施用量は，くみあい水稲配合１号が最も多く，金肥施用量（水肥,木灰を除く）の６８％，

次に水稲配合２号12％，琉肥・水稲化成11％，琉肥・廿蕨特１号５％，くみあい廿蕨配合３号４％で，

その外に鶏糞，水肥，草木灰が僅かに施用されている。

金肥の施肥要領は２期作の場合，元肥と第１回追肥の時期に半量あて分施するように指導されている

が，実際には調査戸数の６４％しか元肥に施用されていない。また第１回追肥の時期に９１％，第２回追

肥の時期に３４％で，やはり第１回追肥時期に施用しているものが多い。更に施肥回数では調査戸数の

48％が元肥か或は第１回追肥の時期に１回で全量を施しており，金肥無施用農家が１％程度いる。
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Ｃ，廿蕨夏植の施肥慣行について

廿蕨夏植の慣行施肥量は１１力市村，計109戸について調査し，各市村毎にその平均値を求め，更に

全施肥成分量を算出した。その結果は第５表の通りである。

第５表甘蕨夏植慣行施肥量（反当）

区分’堆肥又は緑肥①｜金肥(水肥を含む)成分量② 全施肥成分量①＋②
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備考（）内の数値は各施肥基準との百分比を表わす

１．全施肥量の状況第５表から全施肥成分量の１１力市村平均は窒素が29.31ｋｇ，燐酸15.68

kg，加里16.41ｋｇで，基準量に較べると，窒素が７０％，燐酸８４％，加里６０％となっており，各要

素とも少ない施用量であるが特に加里と窒素は少ない。これは後述するように堆肥の施用量が少ないこ

とに原因している。

つぎに各村の全施肥量を比較すると，浦添村が最も多く，ついで中城，宜野湾，勝連，石川，北中城，

嘉手納，読谷，美里，具志川，コザの順であり，その中窒素の施用量は３力村は基準量に達しているが

他の市村は基準量に及ばない。燐酸，加里はどの市村においても基準量より少ない。

２．堆厩肥および緑肥の施用状況第５表から堆厩肥，緑肥施肥量の１０力市村平均は2,028

ｋｇで，これは基準量の４９％にすぎない。

つぎに各市村の施用量を比較すると浦添村が3,460ｋｇで，最も多く基準量の７７％となっている。

ついで，宜野湾，読谷，石川，美里，勝連，北中城，嘉手納，中城，具志川の||頂となっている。堆厩肥，

緑肥の無施用農家は調査戸数の４４％で，特にコザ，中城，宜野湾，浦深に多く，コザは殆んど施用さ

れていない。これを南部地区に較べると遙かに無施用農家が多い状態である。堆厩肥，緑肥の種類は，
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牛，馬，豚等の堆厩肥が多く，ついで廿蕨枯葉，緑豆等が施用されている。

３．金肥（水肥を含む）施肥状況第５表から金肥施肥成分量の１１力市村平均は窒素が28.65

kg，燐酸12.00ｋｇ，加里7.26ｋｇとなっており，基準量に較べると窒素が149％，燐酸125％，加里

151％で，いずれの要素も遥かに多い。

各市村の施肥量を較べると，中城，勝連，嘉手納，北中城，浦添，具志川，コザ，宜野湾，石川，美

里，読谷の順に施肥量を減じているが，各市村とも基準量より多く用されている。

金肥の種類別施用量は，くみあい廿薦配合３号が最も多く，金肥施用量の６１％，つぎにくみあい廿蕨

配合１号（12-6-3）２６％，くみあい廿蕨配合５号（13.2-5.5-3.2）１０％，琉肥・化成特１号（13-

6.5-3）２％の比率で施用され，その外に水肥，鶏糞，尿素，くみあい水稲配合１号等が僅かに施用さ

れている。

金肥の施肥要領は夏植では基肥として有機物のみを施し，金肥は３回に分けて等量あて追肥するよう

に指導されているが，調査結果では調査戸数の４９％が３回分施で）２回分施が５０％，１回分施が１％

となっている。なお基肥に金肥を施用している農家が３０％いる。

Ｄ，廿蕨春植の施肥'慣行について

廿蕨春植の'慣行施肥量は７力市村（コザ，嘉手納，北中城，中城は各村とも対象農家が僅少であった

ために除いた）計５７戸について，夏植と同様な方法で調査した。その結果は第６表の通りである。

第６表甘蕨春植慣行施肥量（反当）

、区分
村名、

金肥(水肥を含む)成分量②｜全施肥成分量①＋②堆肥又は緑肥①

(屋)１(農）

穰討瀞
鵜F(:!}

Ｎ

(kg）

３７．５８

(102）

３０．０９

（82）

３５．４０

（96）

２４．６６

（67）

２４．６４

（67）

36.79

(100）

５１．３４

(139）

舎雛１

Ｊ

Ｋ
聴く

９塁)_’
’

16.021

Ｐ

(kg）
用量

（kg）

２，４２４
（54）

1,551
（32）

４．９０

(136）

７．１４

(199）

５．７３

(159）

４．８１

(134）

３．９８

(110）

５．５３

(154）

９．８１

(273）

６．００

(167）

6.411

3.101

石川

美里

勝連

具志川

読谷

宜野湾

浦添

7.761

鰍
１，８８７１
(42)’

:菫ｌｉ:ｌｉ::Ｉ(謡｜
'鰯’

９．０７

（35）

１３．８３

（53）

２１．７６

（83）

31.31

(120）

１８．１５

（70）

'1611’
１１．２１

（69）

１６．９８

(105）

１７．５８

(109）

1４．７０

14.791

#M劃
２９．８４’

墓;|■

７．２７

(101）

１０．４９

(146）

８．９８

(125）

９．８４

(137）

,:::■:動孟:：3,245
（72）

4,300
（96）

筈噸口欝’ ３４．３６

（93）
2,318
（52）

平均
(91)Ｉ

備考（）内の数値は各施肥基準との百分比を表わす

１．全施肥量の状況第６表からみると，全施肥成分量の７力市村平均は窒素が34.36ｋｇ，燐酸

14.70ｋｇ，加里18.15ｋｇとなっており，基準量に較べると，窒素は９３％，燐酸９１％，加里７０％で，

いずれの要素も少ないが特に加里の施用量が少ない。つぎに各市村の全施肥量を比較すると，浦添村が

最も多く，つぎに宜野湾，石川，勝運，美里，読谷，具志川の||頂である。そのうち窒素，燐酸の施用量

は各３力村，加里は１力村だけは各基準量より多く施用されているが，その他の市村は少ない。

２．堆厩肥および緑肥の施用状況第６表から堆厩肥，緑肥の慣行施用量の市村平均は2,318



主要作物施肥慣行調査 209

ｋｇで，基準量の５２％となっており，夏植に較べると僅かに多い。各村の施肥量を比較した場合はや

はり浦添村が最も多く，つぎに勝連，美里，宜野湾，石川，具志川，読谷の順である。各市村とも基準

量より遥かに少ない。堆厩肥，緑肥の無施用農家は調査戸数の５１％で，特に宜野湾，浦添，美里に多

い。堆厩肥および緑肥の種類としては，牛馬豚等の堆厩肥が多く，つぎに廿藤枯葉や雑草等がすき込ま

れ，緑肥は八月ささげが僅かに施用されている。

３．金肥（水肥を含む）施用状況第６表から金肥施肥成分量の平均をみると，窒素が22.21

kg，燐酸9.84ｋｇ，加里6.00ｋｇで，基準量に較べると窒素は154％，燐酸137％，加里167％で３

要素とも多く施用されている。これは水肥の施用量が幾分影響しているためである。各市村の施肥量を

較べると浦添，勝連，美里，宜野湾，石川，具志川，読谷の順であり，各市村とも基準量より多く施用

されている。金肥の種類別施用量は，くみあい廿蕨配合１号が多く，金肥施用量の６３％，つぎにくみあ

い廿蕨配合１号３３％，琉肥・尿素入化成（6-12-9)３％，くみあい廿蕨配合２号１％の比率で施用さ

れ，その外に水肥が調査戸数の１０％程度施用している。金肥の施用要領は，春植では基肥として有機

物のみを施し，金肥は２回に分けて等量あて分施するように指導されているが，調査結果からは調査戸

数の60％が第１回及び第２回追肥の時期に２回分施をしており，あとは基肥か或は第１回追肥の時期に

全量を施している。

Ｅ・廿藷施肥，慣行について

廿藷'慣行施肥量は１１力村，１０９戸について調査した。その結果は第７表の通りである。

１．全施肥量の状況第７表から全施肥成分量の各市村平均をみると，窒素が18.43kg，燐酸

6.96ｋｇ，加里14.84ｋｇで，基準量に較べると，窒素が133％，燐酸５５％，加里９２％となっており，

特に燐酸の施用量が少ない。

第７表甘藷慣行施肥量（反当）

追肥又は緑肥① ②｜全施肥成分量①＋②

8７１１．０４

鞆’10.9Ｃ ］－９（
Ｈ①

8９１４．４８１７－２０
０

!'窯Ⅱ霞に篭|繁口篭3１１４１４．８
「Ｉ

８．１８１６．０６
86

蝋｜偶ＩＨｆ

劇鮒j１劃;iiiil灘羅
i91Ｍ 報｜訶搬’７A；①4

9９１１８－４３１６

ｉ７１１１ｏ･８

備考（）内の数値は各施肥基準との百分比を表わす
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各市村の全施肥量を比較すると，中城村が最も多く，つぎに浦添，宜野湾，勝連，読谷，北中城，嘉

手納，石川，コザ，美里，具志川の11項となっている。そのうち窒素の施用量は美里，具志川を除き各市

村とも施肥基準より多く施用されているが，燐酸では各市村とも少ない。加里は中城，勝連，浦添，宜
野湾を除き各市村とも基準量より少ない状態である。

２．堆厩肥および緑肥の施肥状況第７表からみて，堆厩肥および緑肥慣行施用量の１１力市

村平均は2,169ｋｇで，基準量に較べると８７％となっている。各市村の施用量を較べると，中城村が

最も多く，ついで読谷，ゴヒ中城，浦添，勝連，石川，コザ，宜野湾，嘉手納，美里，具志川の11頂になっ
ており，中城,読谷以外は各市村とも基準量より少ない。堆厩肥,緑肥の無施用農家は調査戸数の２３％

で，特に宜野湾村には多いが，廿藷作では堆厩肥の施用量が割合に多い。堆厩肥，緑肥の種類としては，
牛，馬，豚，山羊等の堆厩が多く，その外は廿蕨枯葉や緑豆等が僅かに施用されている。

３．金肥（水肥，草木灰を含む）の施肥状況第７表から金肥施肥成分量の１１力市村平均は

窒素が7.58kg，燐酸2.62ｋｇ，加里3.99ｋｇで，これを基準量に較べると窒素135％，燐酸４７％，

加里３６％となっており，燐酸，加里の施用量が特に少ない。これは金肥の種類が多く，且つ水肥の施

用量が割合多いためである。各市村の施用量は宜野湾村が最も多く，つぎに浦添，勝連，中城，嘉手納，

コザ，美里，北中城，石川，読谷，具志川の順である。金肥の種類別施用量はくみあい廿蕨３号が最１０

多く，金肥施用量の４７％，つぎにくみあい廿藷配合肥料（7-7-14）３１％，くみあい廿蕨配合１号，

13％，琉肥・廿蕨特１号４％，琉肥・水稲配合肥料（10--7.5-5）４％，くみあい水稲配合１号１％の

比率で施用されている。なおその外に水肥が調査戸数の３１％も施用され，その量も多い。しかしなが

ら甘藷の場合，金肥の無施用者が１９％もいる。施肥要領は堆厩肥を基肥として施用している外に前記

の金肥を第１回追肥の時期に全量施用している。

Ｆ・大豆施肥慣行について

大豆慣行施肥量は１０ケ市村（コザ市は調査対象が少なかったため，これを除いた）計８３戸につい

て調査した。その結果は第８表の通りである。

第８表大豆慣行施肥量（反当）

肥又は緑肥① 金肥(木灰を含む)成

’

②
’
７

週
Ｋ
他

全施ｌＩＨ
Ｎ
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平均
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４．６１
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６．５８ 2．６３

備考（）内の数値は各施肥基準との百分比を表わす
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第８表からみると，大豆作全施肥成分量の１０力市村平均は窒素が8.22kg，燐酸4.51ｋｇ，加里

8.46ｋｇで，基準量に較べると窒素は157％，燐酸８３％，加里113％となっており，かなり施肥され

ているようにうかがえるが，この数値は施肥したもののみの平均であって，実際には無施肥農家が多い。

つぎに各村の全施肥量を比較すると，宜野湾村が多く，ついで北中城，浦添，勝連，読谷，北谷，具志

川，美里，石川，中城の順に施肥量を減じている。しかしながら無肥料で栽培している農家が調査戸数

の４５％もあり，堆肥のみの施用者３４％，金肥のみの施用者１１％，木灰のみの施用者５％，堆肥，金

肥併用者５％で，大豆作は依然として施肥に対する関心が薄いことがうかがえる。

Ⅳむすび

以上沖縄島中部地区の水稲，廿蕨，廿藷，大豆の施肥慣行調査に基いて，主に作物個々の施肥量につ

いて述べてきたが，ここでは総括的に検討をくわえて論を進めたい。

１．各作物別施肥量と基準量との比較指数を示すと第９表の通りとなる。

第９表作物別施肥基準量に対する（基準員を１００とする）慣行施肥量指数

分|堆厩肥 金肥（水肥，木灰を含む） 全施肥量
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備考この表は第３表から第８表までの市村施肥量平均（基準量との比較指数）から算出されたも
のである

第９表から中部地区における水稲，廿蕨，甘藷，大豆作の慣行全施肥量はこれを総括的にみた場合，

基準量の約９６％しか施用されていないことがわかる。その中窒素は116％，燐酸８５％，加里８６％と

なっており，窒素が多く，燐酸，加里は少ない。これは堆厩肥の施肥量が少ないことに原因するが，一

方窒素を多く含んでいる廿蕨用配合肥料が廿蕨以外の他の作物にも多く施用していることにもとづくも

のである。この傾向は南部地区の調査結果と全く同様で，やはり燐酸，加里を補給する対策が講ぜられ

るべきものと考えられる。

２．金肥の施用量は草木灰，水肥を含み，基準量の140％となっている。これを三要素成分で表わす

と，窒素が177％，燐酸144％，加里130％で，いずれも基準量より多い。これは堆厩肥施用量の少な

い現状からは当然な趨勢であって全施肥量から考察した場合は，更に各作物とも多量の金肥施用が要請

される。

３．堆厩肥，緑肥の各作物に対する施用量は基準量に較べると８９％となっており，これを南部地区

の施用量と比較すると高い指数を示している。ところが無施用農家は逆に中部地区の方が遥かに多い。

４．施肥要量については南部地区同様，各作物とも合理的に施用されているとは考えられない。従っ

て普及員は施肥設計を樹立し，農家の要望に答えられる体制確立が要望される。
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Ｖ要約

１．この報告は沖縄島中部農家，水稲１期作１１力市村106戸，２期作１０力市村９０戸，廿蕨夏植１１

力市村109戸，春植７力市村57戸，廿藷１１力市村109戸，大豆１０力市村83戸について施肥慣行調査
を実施した結果である。

２．水稲１期作は全施肥成分量の平均が施肥基準に較べて窒素が110％，燐酸８８％，加里８５％で，

燐酸，加里が少なく，更に南部地区全施肥成分量に較べてもなお少ないことを明らかにした。

３．水稲２期作は全施肥成分量の平均が施肥基準に較べて窒素が135％，燐酸110％，加里９３％で

あることを明らかにした。

４．廿薦夏植は全施肥成分量の平均が施肥基準に較べて窒素が７０％，燐酸８４％，加里６０％で３要

素とも少ないことを明らかにした。

５．廿蕨春植は全施肥成分量の平均が施肥基準に較べて窒素が９３％，燐酸９１％，加里７Ｍで３要

素とも少なく，特に加里が少ないことを明らかにした。

６．甘藷では全施肥成分量の平均が施肥基準に較べて窒素が133％，燐酸５５％，加里９２％で，特に

燐酸，加里が少ないことを明らかにした。

７．大豆では全施肥成分量の平均が基準に較べて窒素が159％，燐酸８３％，加里113％であり，ま

た調査戸数の４５％が無施用農家であることを明らかにした。

８．その他，各作物について各市村肥料施用量の比較，施用肥料の種類および施用率，施肥方法等に

ついて考察した。
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1．Investigationwasmadeonthefertilizationpracticesforthecropsmentionedbelowin
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2. As to the first crop of rice, N was 110~b, P205-88~b and K20-85~b.

3. As to the second crop of rice, N was 135~b, P 205-110% and K20-93%.

4. As to the sugar cane planted in summer, N was 70~~, P205-84~b and K205-60~b.

5. As to the sugar cane planted in Spring, N was 93~~, P205-91~b and K20-70~b.

6. As to the sweet potato, N was 133~b, P205-55~b and K20-92~b.

7. As to. the soy bean, N was 157~b, P205-83~b and K20-113~~. And it was found that

45~b of the farmers investigated raised soy bean without fertilizing.

8. The above comparisions were made through studying the kinds of fertilizer used, the

amount of each fertilizer applied and fertilizing methods, etc. in each administrative district (Son).


